
脂質と痛み止め…？ 
 
一見、何の関係もなさそうな組み合わせですが。 
関係大ありです。 
脂肪酸のアラキドン酸からできたものが、炎症（痛みなど）のもと。 
炎症を引き起こす物質（炎症物質）ができないようにするお薬は、 
「痛み止め」のお薬だよね。 
 
教科書にも書いてあるけど、もう少し説明するよ！ 
アラキドン酸は、普段は中性脂肪（TG）やリポタンパク球の一部。 
でも、必要があるとリパーゼで切り離されて、 
後は酵素の働きで形を変えて炎症物質に変わっていく。 
最初の「中性脂肪やリポタンパク球から取り出す（切り離す）」ところを 
邪魔するのがステロイドに属するお薬。 
後の「アラキドン酸から炎症物質に変える酵素」を邪魔するのが、 
身近なロキソニンやインドメタシンだ！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ロキソニンの取り扱い説明書にも 
「プロスタグランジンの生成を抑える」って書いてあるよ！ 
（https://www.daiichisankyo-hc.co.jp/package_insert/pdf/loxonin-s_2.pdf） 
 



もっと根っこの部分で炎症物質ができるのを邪魔するのが、「ステロイド」 
例えば、この薬だと 
「プレドニゾロン吉草酸エステル酢酸エステル」が「ステロイド」だね。 
（https://jp.rohto.com/mediquick/） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
どうして「アンテドラッグ」の形にするのかは、 
後でホルモンのおはなしをすると分かるはず！ 
 
意味なく怖がって、かゆみを放置していてもいいことないよ！ 
ちゃんと休息するときに休息しないと、治りが遅くなっちゃうからね！ 


